
 

 

 

 

 

 

 日頃から南小学校がお世話になっている方々を招い
て、「感謝する会」が行われました。今年で 4年目の会
です。毎年、ここで子どもたちの声や歌声を聴くのを
楽しみにしているという声もたくさん聞かれます。た
だ、今回はインフルエンザが流行ってきている状況だ
ったので、テレビ放送を使っての会になりました。 
校長室をスタジオとして、感謝の言葉を伝える児童

と、ボランティアさんや地域の方がそれぞれの団体ご
とに校長室に入り、撮影してそれを LIVE 放送で全校
に流しました。 

各 教 室
では、校長室の緊張感が伝わり、しっかりと放送を聴
いているのがわかりました。中には、同じ学年の仲間
が出てきたら、「がんばって…」とつぶやく声も聞こえ
たそうです。 
この会では、児童が感謝の気持ちを伝えることはも

ちろんのことですが、自分たちが当たり前のように暮
らしている、安全で健康な環境、安心して学べる環境
のために、たくさんの大人が支えているんだというこ
とを自分たちの目で実感することを最大の目標としてい

ます。そして、毎日の生活の中で、1回でも多くの「ありがとう」という気持ちを持ち、逞しく成
長する若者を育むのが大きなねらいです。来校して下さった方々の姿を見て、またいっそう子ども
たちの心が成長していくでしょう。本当にありがとうございました。 
 子どもたちの感謝の手紙を全部伝えたいのですが、その中からスクールガードリーダーさんとス
クールガードさんへあてたお手紙を紹介します。 
 

わたしたちのことをいつもみまもっていてくれて、ありがとうございます。どんぐりをくれて、とって
もうれしいです。あうと、あいさつをしてくれて、とってもげんきがでます。やさしくって、だいすきで
す。これからも、よろしくおねがいします。                    2年 ながさわ ちゆき 

 

ある 1年生の保護者様が連絡帳にこんなことを書いて、担任に渡して下さいました。 

昨日、下校がいつもより一時間早いことに気づかず、自宅を留守にしてしまいました。子どもが 
下校して家の鍵を開けたら母がいないので号泣していたところ、6 年生のお兄さんが「ペア活でい
つも見かける」とのことで心配して声をかけてくれ、わたしが帰宅するまで一緒に玄関前で待って
いてくれました。大変助かりました。 
 その後、6 年生の親御さんにお礼をしましたが、南小の 6 年生の頼もしさに感動と感謝の気持ち
でいっぱいです。ペア活が校内だけでなく校外でもこのような形で表れて、先生方にも感謝してお
ります。ありがとうございました。 

 この 6年生の児童は、このことを誰にも言わず、1年生の保護者の方からの連絡帳で初めてわか
りました。彼にとっては、至極当然のことであり、優しい行為とも特別な行為とも考えていなかったの
でしょう。また、6年生であっても人としては成長過程の存在です。その子の行為に対して、心から
の感謝を伝えて下さった保護者の方にも（ありがとう）の思いを伝えたいです。 
 3 階の廊下で、この 6 年生に「1 年生を助けてくれて、ありがとうね！」と声をかけたところ、
「えっ？」と一瞬、何のことかわからないような表情が返ってきました。 

学校ホームページ http://minamisyo.nagaizumi.ed.jp/  
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平成 31 年 1 月 24 日 

      学校教育目標  「夢のある子」 ～めあてをもってがんばる子～  
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